
善
行
川
柳	

選
者 

東

　
　逸
平

○

支
い
合
い

　輪
と
な
れ
和
と
な
る

　よ
き
社
会

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
の
で
す
が
、
輪
と
和
が
耳

に
は
同
じ
に
聞
こ
え
ま
す
。
ひ
と
工
夫
を
す
る
と
良
い
で
す
ね
。

○

車
い
す

　押
し
て
感
じ
る

　道
の
と
げ

東
京
都

鎌

　倉

　湖

評
／
わ
が
子
を
抱
く
時
は
軽
い
の
に
、
他
人
の
子
を
抱
く
と
重
く
感

じ
る
の
は
、
幼
児
を
持
つ
母
親
の
気
持
ち
。
車
い
す
を
後
ろ
か
ら

押
す
こ
と
の
微
妙
な
難
し
さ
が
分
か
り
ま
す
。

本
人
の
意
思
に
沿
う
こ
と
の
気
持
ち
が
表
れ
る
句
で
す
。

○

介
護
す
る

　や
が
て
我
か
と

　介
護
す
る

香
川
県

丸
野

　忠
義

評
／
同
感
で
す
ね
。
後
期
高
齢
者
が
２
０
１
３
年
に
、
１
４
２
０
万

人
だ
っ
た
の
が
、２
０
２
５
年
に
は
、２
１
７
８
万
人
に
な
り
ま
す
。

約
３
８
万
人
の
介
護
従
事
者
が
不
足
す
る
大
変
な
時
代
が
到
来
す

る
わ
け
で
す
。
実
感
そ
の
も
の
が
胸
打
つ
川
柳
に
な
り
ま
し
た
。

※
紙
面
の
都
合
上
投
稿
原
文
よ
り
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
を
御
了
承
下
さ
い
。
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支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　東
京
都
台
東
区
支
部

皆
さ
ん
の
応
援
で

支
部
ら
し
く
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

日
本
善
行
会
台
東
区
支
部

は
昨
年
五
月
に
十
二
名
で
設

立
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年

二
月
八
日
に
会
員
増
強
を

試
み
、
日
本
善
行
会
の
説
明

会
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
服
部
台
東
区
区
長
、
太
田

議
長
、
黒
田
連
合
町
会
長

な
ど
総
勢
七
十
二
名
に
参
加

を
得
ま
し
た
。
地
元
の
三
つ

の
新
聞
も
取
り
上
げ
ら
れ
Ｐ

Ｒ
が
少
し
で
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
五
名
の
増
強
と
町
会

連
合
会
の
後
押
し
で
、
現
在

台
東
区
の
区
民
課
の
ご
協
力

の
基
、
百
九
十
九
の
町
会
の

会
長
さ
ん
に
働
き
か
け
て
お

り
、
四
月
二
十
日
現
在
会
員

が
二
十
一
名
で
、
間
も
な
く

特
別
会
員
が
百
名
以
上
に
な

る
予
定
で
す
。
ま
た
お
か
げ

さ
ま
で
台
東
区
支
部
で
は

二
十
九
年
春
季
受
賞
者
は
三

組
の
方
々
が
選
ば
れ
ま
し

た
。日

本
善
行
会
の
高
田
副
会

長
、
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
石

毛
さ
ん
を
は
じ
め
皆
さ
ん
の

ご
協
力
で
な
ん
と
か
支
部
ら

し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
日
本
善
行
会
本
部

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
て

ご
協
力
を
得
て
、
日
本
善
行

会
の
Ｐ
Ｒ
と
会
員
増
強
、
受

賞
者
の
候
補
者
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
を
進
め
て
い
ま
す
。
皆
様

の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　　福
岡
県
北
九
州
支
部

平
成
二
十
八
年
度
秋
季

善
行
表
彰
伝
達
式
開
催

秋
季
善
行
表
彰
伝
達
式
を

十
二
月
二
十
二
日
（
木
）
北

九
州
市
指
定
文
化
財
（
史
跡
）

の
立
場
茶
屋
銀
杏
屋
に
於
い

て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

あ
い
に
く
の
雨
降
り
で
し
た

が
、
六
十
数
名
の
皆
様
の
参

加
で
和
や
か
な
う
ち
に
も
緊

張
感
あ
る
伝
達
式
で
し
た
。

野
村
支
部
長
よ
り
挨
拶
、

受
賞
者
の
紹
介
、
藤
田
耕
三

会
長
の
「
あ
い
さ
つ
」
の
代

読
の
後
、
三
原
朝
彦
衆
議
院

議
員
、
松
尾
統
章
県
議
会
議

員
、
佐
々
木
健
五
、
香
月
耕

治
市
議
会
議
員
よ
り
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
伝
達

式
に
入
り
本
部
か
ら
の
表
彰

状
、
記
念
品
を
顧
問
三
原
朝

彦
議
員
よ
り
代
行
し
て
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
よ
り

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
史
跡
管
理

運
営
委
員
会
か
ら
花
束
贈
呈

が
行
わ
れ
伝
達
式
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

全
員
の
記
念
撮
影
後
別
室

に
移
り
抹
茶
の
接
待
が
あ

り
、
文
化
財
の
保
護
と
地
域

文
化
の
発
展
と
い
う
雰
囲
気

に
ふ
れ
た
伝
達
式
で
し
た
。

お

知
　ら

せ

▽
平
成
二
十
九
年
度

　春
季
・
特
別
善
行

　
　
　
　
　
　表
彰
式

〈
日
時
〉

  

五
月
二
十
日
（
土
）

  　

十
三
時
半
～
十
五
時
半

〈
場
所
〉

  

東
京
都
渋
谷
区

  　

明
治
神
宮
参
集
殿

▽
定
期
総
会

〈
日
時
〉

  

六
月
二
十
七
日
（
火
）

  　

十
三
時
～
十
四
時

▽
創
立
八
十
周
年
記
念

　
　式
典
及
び
祝
賀
会

  

一
面
の
ご
案
内
の
通
り

「
第
八
回
日
本
善
行
会

創
立
八
十
周
年
記
念
事

業
準
備
委
員
会
」
及

び
「
第
五
回
八
〇
年
の

あ
ゆ
み
編
集
委
員
会
」

第
八
回
の
「
日
本
善
行
会

創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
準

備
委
員
会
」
と
第
五
回
の

「
八
〇
年
の
あ
ゆ
み
編
集
委

員
会
」
が
、
四
月
二
十
四
日

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お

い
て
委
員
会
メ
ン
バ
ー
七
名

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

「
記
念
事
業
準
備
委
員
会
」

で
は
、
六
月
二
十
七
日
の
記

念
式
典
、
祝
賀
会
に
向
け
て

今
後
の
段
取
り
等
に
つ
い
て

検
討
が
行
わ
れ
、
必
要
な
作

業
等
に
つ
い
て
確
認
が
な
さ

れ
る
と
と
も
に
諸
準
備
を
着

実
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
さ

れ
た
。

「
あ
ゆ
み
編
集
委
員
会
」
で

は
、「
八
十
年
の
あ
ゆ
み
」
の

発
行
に
向
け
て
の
現
在
の
原

稿
の
状
況
等
に
つ
い
て
確
認

が
行
わ
れ
、
最
終
的
な
編
集

作
業
を
遺
漏
な
く
進
め
て
い

く
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　　香
川
県
支
部

善
行
受
賞
者
が

地
元
市
町
長
に

表
敬
訪
問

受
賞
者
の
栄
と
日
本
善
行

会
の
名
を
受
賞
者
の
地
元
住

民
に
知
っ
て
頂
く
た
め
、
西

村
一
夫
秀
天
・
支
部
長
が
、

三
市
町
に
つ
い
て
四
件
の
表

敬
訪
間
を
行
い
、
そ
の
状
況

が
広
報
に
よ
り
広
く
住
民
に

周
知
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

機
会
に
自
治
体
と
の
連
携
が

図
ら
れ
、
今
後
の
善
行
活
動

の
輪
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

①
特
別
善
行
金
章

西
村
一
夫
秀
天
・
支
部
長

平
成
二
十
八
年
六
月
十
六

日
、
過
去
の
銅
賞
と
銀
賞
を

推
薦
し
た
多
度
津
町
教
育
委

員
会
現
教
育
長
田
尾
勝
氏
と

同
伴
で
、
丸
尾
幸
雄
多
度
津

町
長
を
表
敬
訪
問

②
秋
季
善
行
章 

西
村
治
夫
氏

平
成
二
十
八
年
十
二
月

二
十
一
日
、
西
村
支
部
長
と

同
伴
で
梶
正
治
丸
亀
市
長
を

表
敬
訪
問

③
秋
季
善
行
章 

金
岡
房
子
氏

平
成
二
十
八
年
十
二
月

二
十
二
日
、
西
村
支
部
長
と

同
伴
で
谷
川
俊
博
宇
多
津
町

長
を
表
敬
訪
問

④
秋
季
善
行
章 

土
田
忠
芳
氏

及
び
庄
野
克
宏
氏

平
成
二
十
九
年
一
月
十

日
、
西
村
支
部
長
と
同
伴
で

丸
尾
幸
雄
多
度
津
町
長
を
表

敬
訪
問

表
敬
訪
問
は
、
初
め
に
西

村
支
部
長
か
ら
善
行
会
の
歴

史
と
活
動
状
況
を
紹
介
し
た

後
、
当
該
市
町
長
か
ら
は
受

賞
の
お
祝
い
と
、
受
賞
者
の

地
元
へ
の
貢
献
に
対
す
る
敬

意
の
言
葉
な
ど
を
頂
き
、
終

始
和
や
か
な
笑
顔
の
中
で
進

み
、
受
賞
者
に
お
祝
い
の
記

念
品
を
贈
ら
れ
た
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。
懇
談
の
後
、

同
支
部
長
か
ら
善
行
者
の
推

薦
に
つ
い
て
協
力
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

こ
の
表
敬
訪
問
は
、
多
度

津
町
広
報
誌
平
成
二
十
八
年

八
月
号
、
二
十
九
年
三
月
号

及
び
丸
亀
市
広
報
誌
平
成

二
十
九
年
三
月
号
に
よ
り
、

当
該
行
政
区
域
内
に
あ
る
事

業
所
と
全
世
帯
（
多
度
津
町

約
九
六
〇
〇
世
帯
、
丸
亀
市

四
五
〇
〇
〇
世
帯
）
に
配
布

さ
れ
、
日
本
善
行
会
の
知
名

度
ア
ッ
プ
に
寄
与
し
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

特
に
原
稿
未
提
出
の
支
部

に
つ
い
て
は
、
最
終
督
促
を

行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
該
当

支
部
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

唐
津
市
は
、
佐
賀
県
北
西

部
に
位
置
す
る
県
内
最
大
面

積
の
市
で
す
。
か
つ
て
大
陸

と
の
玄
関
口
と
し
て
栄
え
た

唐
津
市
の
歴
史
は
古
く
、『
魏

志
倭
人
伝
』
の
な
か
に
も
末

盧
国
（
ま
つ
ろ
こ
く
）
と
い

う
名
で
登
場
し
ま
す
。
海
・

山
・
川
に
囲
ま
れ
、
優
雅
で

荘
厳
な
自
然
と
、
万
葉
・
桃

山
の
風
を
感
じ
る
歴
史
浪
漫

に
満
ち
た
街
で
す
。

唐
津
を
語
る
上
で
、
唐
津

焼
、
虹
の
松
原
、
イ
カ
の
活

き
造
り
な
ど
有
名
な
も
の
は

様
々
あ
り
ま
す
が
、
な
か
で

も
「
唐
津
く
ん
ち
」
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

唐
津
く
ん
ち
は
、
唐
津
神

社
の
秋
の
例
大
祭
で
、
毎
年

十
一
月
二
・
三
・
四
日
の
三
日

間
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

唐
津
く
ん
ち
の
最
大
の
呼

び
も
の
は
、
十
四
台
の
曳
山

で
す
。
獅
子
や
兜
、
船
な
ど

を
モ
チ
ー
フ
に
、
和
紙
を

幾
重
に
も
貼
り
、
麻
布
を
重

ね
、
漆
塗
り
で
仕
上
げ
る
巨

大
な
曳
山
は
、
文
政
二
年

（
一
八
一
九
年
）
に
、
京
都
の

祇
園
祭
を
ヒ
ン
ト
に
、
刀
町

で
赤
獅
子
を
つ
く
り
奉
納
し

た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
大
き
い
も
の
で
は
、

高
さ
七
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
三

ト
ン
に
も
な
る
曳
山
、
極
彩

佐
賀
県
唐
津
支
部

色
の
様
々
な
装
飾
が
細
部
ま

で
施
さ
れ
て
お
り
、
見
る
物

を
魅
了
し
ま
す
。

唐
津
く
ん
ち
で
は
、
こ
の

十
四
台
の
曳
山
を
揃
い
の
装

束
に
身
を
固
め
た
若
者
が
、

笛
・
鐘
・
太
鼓
の
軽
快
な
囃

子
と
「
エ
ン
ヤ
、エ
ン
ヤ
」「
ヨ

イ
サ
、
ヨ
イ
サ
」
の
掛
け
声

と
と
も
に
旧
城
下
町
を
練
り

歩
き
ま
す
。
豪
華
絢
爛
な
曳

山
を
数
百
人
の
若
者
が
誇
ら

し
げ
に
掛
け
声
を
あ
げ
、
威

勢
よ
く
曳
き
回
す
様
は
ま
さ

に
圧
巻
の
一
言
で
す
。

ま
た
、
曳
山
を
保
有
す
る

そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
は
、
唐
津

く
ん
ち
の
三
日
間
だ
け
で
は

な
く
、
年
間
を
通
じ
て
様
々

な
行
事
や
交
流
が
あ
り
、
親

睦
を
深
め
ま
す
。

そ
の
誰
も
が
、
自
ら
の
町
と

曳
山
、
そ
し
て
唐
津
と
い
う

地
元
を
誇
り
に
思
い
、
今
日

に
至
る
ま
で
そ
の
魂
を
脈
々

と
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
に
は
「
山
・

鉾
（
ほ
こ
）・
屋
台
行
事
」
の

ひ
と
つ
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ

の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
、
ま
す
ま
す
の
盛
り
上
が

り
を
み
せ
る
唐
津
く
ん
ち
を

一
度
体
感
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
？

受
け
継
が
れ
る

唐
津
く
ん
ち
の
伝
統




